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２〈古代地名の現在地比定〉の批判と定義の設定
2-1〈古代地名の現在地比定〉方法の分析
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2-2 比定行為の批判と定義の設定
ࠊ࡛ࠗࡇࡑࠉ ゅᕝ࠘ࡢグ㏙ෆᐜࢆศᯒࡸ⏣ྜྷࠊࢁࡇࡓࡋ

㑦ᒸࡢᡭἲ࡛ࡿ࠶ᆅྡࡢ㢮ఝ࣭⾲グ୍ࡢ⮴௨እ࠸ࠊࡶ

⾲㸦ࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿぢࢆㄽᣐࡿࡅ࠾ᅾᆅẚᐃ⌧ࡢࡘࡃ

�㸧ࠋูࠊ࠙ࡿࡍ ᆅྡࡢ㡢㡩ࡢ㢮ఝ࣭⾲グࠚ࠙⮴୍ࡢ ྂ

௦ᅜᐙᶵ㛵ࡢ㛵ಀᛶ࠙ࠚ ྂ௦㞟ⴠᏑᅾࡢ㊧ࡢ㛵ಀᛶࠚ

ࡋࠋࡿ࡞␗ࡣᐇᛶ☜ࡢ࡚ࡋẚᐃㄽᣐࡣࡽࢀࡇࠋࡿ࠶࡛

౯➼ࠊ࡚ࡋᛶ⬟ྍࡿࡍᅾ₯ẚᐃᆅࡢᅾ⌧ࡀ௦ྂࠊࡋ

ࠒᅾᆅẚᐃ⌧ࡢ௦ᆅྡྂࠑࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓ࠼⪄ࡿ࠺ࡋウ᳨

ࠋ࠸ࡓࡋ⩏ᐃ࠺ࡼࡢ௨ୗࢆ

〈古代地名の現在地比定〉とは、
現地域と古代地域とを空間的に結びつける行為である
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３現代日本社会における古代存在の指標化
3-1 古代社会と空間的に結び付けられた現在地の抽出
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表1. 現在地比定論拠の整理

①単一の大字に比定
②複数の大字に比定
③市域に比定
④河川流部など③より広域な
範囲に比定
⑤比定に関する説が異なる
⑥比定地は未詳とされる
⑦比定に関する記述がない

比
定 

可

比
定 

不
可

ᅗ �� ẚᐃ⢭ᗘࡿࡼẚᐃᆅࡢ㢮ᆺ

ṇဨۑࠉ�ᗉᏊࠉᖾభ �	 

ோ♩ࠉ㇂୰ࠉࠉ�ࠉྠࠉ 2

⚽㝯ࠉᇼࠉࠉ�ࠉྠࠉ �

༓ᑜࠉᑠᯘࠉࠉ�ࠉྠࠉ �

音韻・表記との関係性

地名
（大字）の
類似性

地域地名
との
関係性

（河川・地
形名、神社
名、小字な
ど）

文字表記
の一致

『延喜式神
名帳』記
載の式内
社（ある
いは封戸
集落）の
存在

古代駅（あ
るいは駅
戸集落）
との関連

郡衙ある
いは国衙
との関連

ほか古代
国家機関
との関連

古代集落
遺跡の発
掘成果

古墳・遺
跡・横穴
などの存
在

古代条里
跡の存在

古代国家機関との関係性 古代集落存在の痕跡
との関係性

地名からみた現代社会における古代の影響に基づく
地域社会評価の手法 -千年村研究その２-
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3-2 古代と空間的に結び付けられた現在地の傾向分析
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４まとめ─地名からみた現代社会における古代の
影響に基づく地域社会評価手法　　　　　　　　
4-1 利根川流域における〈古代社会顕在指数〉の性質
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4-2 地域社会評価手法として
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図版出典すべて筆者作成。
註 1川合一郎「吉田東伍の歴史地理学とその後継者」（『歴史地理学』no.47、p28、2005）
2小林千尋『吉田東伍の歴史地理学の方法的特質』（早稲田大学中谷礼仁研究室蔵、2013）
では、志摩国 13地名を分析の対象としている。3,4 p73、澤田總清「邨岡良弼先生の事ども」
（『國學院雑誌』第四十六巻・第十二号、1930）、旧字体は訂正した。この中で吉田は、邨岡
のところに出入りしており、その際に資料を閲覧させてもらったという記述がある。なお『大
日本地名辞書』には、『日本地理志料』を引用している箇所が多く見受けられる。5武蔵国
郷を対象としたが、その中でも『角川』において古代地名が大字の領域に異論なく比定され
ているものを対象とした。6地名の類似を現在地比定の論拠とすることについて検証してお
く。上総国（現千葉県）と越中国（現富山県）の古代郷名の歴史的変遷を追い、それと現在
地比定を比較分析したところ、A. 古代から近世にかけて類似・一致の地名が確認できる／
B. 古代と近世に類似・一致の地名を確認できる／C. 古代以降、類似・一致の地名は確認で
きないが、地域口承などにより古代からの連続性を確認できる／D. 古代以降、類似・一致
の地名は確認できないが、その古代地名に関連する事物の存在により現在地を比定する、に
分類できた。つまり、地名を比定論拠としていても地名の存続には異なるパターンがある。
しかし本研究では古代社会と現代の社会の関連性を問題としているため、これらのパターン
は加味しないこととした。7簡略化すると、ある地域における〈古代社会見在指数〉＝（あ
る地域の大字領域に比定される古代地名）／（ある地域における古代地名）8同じ割合であっ
ても絶対数は異なるが、ある圏域を相対的に評価するために、この手法をとっている。図に
示した分数表記の文字色は、背景色との混同を避けるために付けている。9永原慶二監修『岩
波日本史大辞典』1999。古代郡の領域は、『日本古代史地名辞典』（雄山閣、2007）に記載
される図版を参照した。10国土交通省関東地方整備局利根川ダム統合管理事務所ウェブサ
イトで公開される「利根川流域図」を参照。11例えば、江戸前期に行われた「利根川東遷
事業」では、①治水、②新田開発、③流通路の確保、④軍事目的としての外堀化が行われた。
ちなみにこれが現在の利根川水系の基礎となっている。
※本報告は、庄子幸佑『地名からみた現代日本に於ける古代社会の影響に関する研究─古
代地名の現在地比定の分析をもとに』（2013 年度早稲田大学建築史研究室修士論文）を基づ
くものである。

図２.古代郡を母体とした〈古代社会顕在指数〉による全国色分け図

図３.古代郡を母体とした〈古代社会顕在指数〉による
利根川流域色分け図


